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1997年戸配ワーカーズ誕生

• 生活クラブの戸別配送導入する方針に基づき、配送センターごとに

業務委託ワーカーズが誕生、法人格はないがみなし法人として税務署へ申告

第1センター DO

第2センター With

第3センター COCO

組合員へ消費材を届ける手段が3通りになる。

① 班 ② 大型班 ③ 戸別配送

デリバリーセンターから入荷した消費材をコース毎トラックに積込み

一日50~60軒の配達をします。



デリバリーセンターから入荷



配達コース毎に積込み→組合員へお届け



2003年10月システム変更（生活クラブ）

•拡大の中心が戸配へとシフト
戸配組合員1065名増（新規及び班からの移動）
一緒に働く仲間も増える。

・ワーカーズが業務委託をするメリット
全員が組合員
消費材について優位性を組合員に語れる
生活クラブの理念や運動や活動を語れる
組合員発信の情報や意見を直接受け取れる



2010年7月
企業組合ワーカーズ・コレクティブ

LaLaスマイル誕生

企業組合を選択 → DO・With・COCOで一つの法人
・自分たちの働き方に一番近い法人格
・社会保障の充実

共同購入の消費材を配達
組合員の拡大
戸配組合員に係るセンター事務
2021年 約9,600人の戸配組合員が在籍



配達と周辺業務

多様な人が多様な働き方できる受託ワーカーズの私たち
は、配達業務のほかに、センター事務所内の事務全般と、
配布するチラシのセットや、電話対応など、業務内容は、
多岐にわたっています

48名のワーカーズは配達業務が円滑に行われるために、
いつも意見を交わしながら、仕事をしています。

そして安全運転を何よりも優先し地域社会から、信頼を
得るよういかなる場合でも、安全行動を心がけています。



全員で４８名、地域の組合員へ安心を届けています





労働者協同組合法

企業組合からの組織変更については、いろいろと課題があります。
これからメンバー全員が、内容を理解できるように、学習をして
いきたいと思います。まずは変更に向けての合意形成が必要だと

考えています。

SDGｓ17項目の目標 8の経済成長と雇用には、

『すべてのひとのための包括的で持続可能な経済成長と、完全で
生産的な雇用と働き甲斐のある人間らしい雇用を促進する』

とあります。後半は、まさしく私たちの働き方と感じました。

また他の項目も生活クラブの業務委託ワーカーズとして発信

できると考えます。


